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弾
痕
の
向
こ
う
に
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え
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場
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を
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覧
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き
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こ
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【
表
紙
】
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
登
場
！　

　
　
　
　
　

―
洲
本
珉
平
・
豊
島
玄
之
助
―

調
査
の
方
法

調
査
の
方
法

弾
痕
の
認
定

弾
痕
の
認
定

　
明
治
十
年（
一
八
七
七
）の
西
南
戦
争
の
戦
場
。

　
文
献
記
録
や
伝
承
、
ま
た
は
後
世
に
建
て
ら
れ
た
碑
の
類
で
は
な
く
、
確
か
に

こ
の
場
所
で
戦
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
示
す
物
証
が
、
小
銃
弾
・
砲

弾
な
ど
の
散
布
と
弾
痕
で
あ
る
。

　
小
銃
弾
・
砲
弾
な
ど
は
「
昔
は
こ
の
辺
り
に
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
け
れ
ど
・・・
」

と
い
う
話
を
聞
く
よ
う
に
、
近
年
の
都
市
化
や
圃
場
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
、
散
布

す
る
場
所
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が
弾
痕
で
あ
る
。
当
時
か
ら
そ
の
場
、
あ
る
い

は
近
く
に
あ
っ
た
樹
木
・
建
物
・
石
積
・
墓
石
な
ど
に
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
ど
の
方
向
か
ら
発
射
さ
れ
た
も
の
か
が
判
り
、
戦
況
の
復
元
が

可
能
な
も
の
も
あ
る
。

　
今
回
の
特
集
に
合
わ
せ
、
熊
本
県
内
ほ
か
各
地
の
弾
痕
を
改
め
て
調
査
し
た
。
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、新
た
な
発
見
も
多
か
っ
た
。

　
本
号
は
、
熊
本
市
が
行
な
っ
た
「
西
南
戦
争
の
弾
痕
」
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

　
激
戦
地
に
あ
っ
て
・・・

① 

既
に
弾
痕
と
報
告
さ
れ
て
い
る

② 

地
元
で
弾
痕
と
伝
わ
る（
聞
き
取
り
）

③ 

新
た
に
西
南
戦
争
時
か
ら
あ
っ
た
と
み
ら

　
　

　 

れ
る
建
物
・
樹
木
・
石
造
物
な
ど
を
探
す

　
大
阪
鎮
台
歩
兵
第
八
連
隊
第
二
大
隊 

二
等
兵
卒 

洲
本
珉
平
。
貧
家
の
三
男
坊
だ
っ
た
彼
は
、
身
を
起

さ
ん
と
陸
軍
に
入
隊
す
る
も
直
後
に
西
南
戦
争
が
勃

発
。
激
戦
地
田
原
坂
に
派
遣
さ
れ
る
。

　
不
安
の
な
か
、
珉
平
が
出
会
っ
た
の
は
同
郷
の
先

輩
兵
、
豊
島
玄
之
助
で
あ
っ
た
。
（
画 

樫
木
成
香
）

縁に当たった跡，片
面は爆ぜが拡がる

弾痕（小銃弾）

信仰で彫られた，穴
の縁はなだらか

非弾痕（盃状穴）

周辺地に小銃弾痕が認
められ割れが大きい

弾痕（砲弾）

ガスや石の中の粒が抜
けた跡，爆ぜは無い

非弾痕（発泡等）

衝撃で穴の周り
が爆ぜている

弾痕（小銃弾）

石（石積・墓石など）石（石積・墓石など）

穴の中がボソボソし
ている（枝が腐植）

非弾痕（節穴）

かすった跡（傷状）,
木目が凸凹する

弾痕（小銃弾）

刺さった銃弾その
ものが残っている

弾痕（小銃弾）

穴の周りの木目
が乱れている

弾痕（小銃弾）

木目が穴の形に沿っ
て曲がっている

非弾痕（節穴）

弾が抜けた側は穴の周
りがささくれている

弾痕（小銃弾）

木（柱など）木（柱など）

木（板など）木（板など）弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
石
材

　
小
銃
弾（
鉛
）の
弾
痕
は
阿
蘇
熔
結

凝
灰
岩
な
ど
の
軟
質
石
材
に
認
め
ら

れ
る
。
本
書
に
お
い
て
、
特
に
表
記

の
無
い
石
材
は
全
て
凝
灰
岩
で
あ
る
。
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語
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特
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西南戦争の弾痕リスト（調査・実見したもの）　西南戦争の弾痕リスト（調査・実見したもの）　

藤崎台のクスノキ群 熊本県熊本市宮内 樹木 熊本城総攻撃 2月22・23日

正念寺 熊本県玉東町木葉 山門・石階段・石積・樹木（金属反応） 木葉の戦い 2月23日・3月3日

疋野神社 熊本県玉名市立願寺 社殿・棟札

高瀬の戦い 2月25～27日

読坂阿弥陀堂跡 熊本県玉名市繁根木 鋳造阿弥陀如来像・石造仁王像

寺田菅原神社 熊本県玉名市寺田 社殿

八重垣神社 熊本県玉名市永徳寺 庚申碑・石祠 「櫻井又吉翁頌徳碑」

玉名大神宮 熊本県玉名市玉名 石積

繁根木稲荷神社 熊本県玉名市繁根木 石灯籠

墓地 熊本県玉名市繁根木 墓石

高瀬裏川水際緑地公園 熊本県玉名市高瀬 水路石積

岩崎の民家跡 熊本県玉名市高瀬 板戸（玉名市歴史博物館蔵）

願行寺 熊本県玉名市高瀬 石積

墓地 熊本県玉名市高瀬 墓石

梅林天満宮 熊本県玉名市津留 石灯籠

河崎天満宮 熊本県玉名市河崎 石灯籠

官軍本営出張所跡 熊本県玉東町二俣 石積

田原坂の戦い 3月4～20日

田原坂公園北側 熊本県熊本市植木町豊岡 土にめり込んだ砲弾片・大楠（金属反応）

田原熊野座神社 熊本県熊本市植木町豊岡 社殿・樹木・石鳥居・石灯籠・石祠

田原の五輪塔 熊本県熊本市植木町豊岡 石製五輪塔（建治3年-1277年銘）

墓地 熊本県熊本市植木町豊岡 墓石

平原の民家跡 熊本県熊本市植木町平原 縁側の柱

上白木の民家跡 熊本県玉東町上白木 座敷の柱

白山宮 熊本県玉東町西安寺 石灯籠

仁連塔神社 熊本県熊本市植木町広住 社殿

木留・植木方面の戦い
　3月20日～4月15日

薩軍本営跡付近 熊本県熊本市植木町木留 石祠

辺田野熊野座神社 熊本県熊本市植木町辺田野 社殿

荻迫神社 熊本県熊本市植木町荻迫 社殿

そめや旅館跡 熊本県熊本市植木町植木 天井板

荻迫観音 熊本県熊本市植木町荻迫 石祠「相撲の神さん」

墓地 熊本県熊本市植木町滴水 墓石

田原坂西南戦争資料館 熊本県熊本市植木町豊岡 銃弾箱・樹木片・板材 （詳細地不明） 植木町周辺 2月下旬～4月中旬

オブサン古墳 熊本県山鹿市城 閉塞石・石室の羨門袖石

山鹿口の戦い 2月26日～3月21日

墓地 熊本県山鹿市鍋田 墓石・中世板碑

石藤崎八幡宮 熊本県山鹿市石 石橋・楼門

正泉寺 熊本県山鹿市椿井 石積・本堂の柱

鍋田村江戸時代民家 熊本県山鹿市鍋田 縁側の柱（山鹿市立博物館近くに移築）

正円寺 熊本県山鹿市津留 本堂垂木（修理， 現存せず）

野々島矢具神社 熊本県合志市野々島 社殿・石灯籠 野々島・南田島方面の戦い
　3月21日～4月15日光徳寺 熊本県菊池市泗水町南田島 本堂天井（修理， 現存せず）

春光寺 熊本県八代市古麓町 板戸・位牌・顕彰碑（明和8年-1771年銘）
八代方面の戦い 4月6～17日

妙見宮のクスノキ 熊本県八代市妙見町 伝承， 金属探査はしていない

新屋敷の民家跡 熊本県熊本市新屋敷 床間框材 突囲隊の戦い 4月8日

健軍神社杉馬場 熊本県熊本市健軍 樹木
城東会戦 4月17～21日

大願寺 熊本県大津町室 山門

人吉城跡 熊本県人吉市麓町 長塀跡沿い樹木（金属反応あり）

人吉の戦い 5月7日～6月1日
青井阿蘇神社 熊本県人吉市上青井町 石灯籠・拝殿礎石

老神神社 熊本県人吉市老神町 境内天満宮社殿

観音禅寺 熊本県人吉市願成寺町 石灯籠（同市内から移設）

茶屋ノ辻一帯 大分県竹田市竹田 切通し露頭・墓石・樹木（金属反応あり） 竹田の戦い 5月20～29日

大楠台場近く 宮崎県日之影町岩井川 自然礫 大楠方面の戦い 6月25日～7月2日

坊主岩 宮崎県西米良村竹原 天包山中の自然礫 天包山の戦い 7月22・23日

鹿児島城跡 鹿児島県鹿児島市城山町 大手虎口石垣 （太平洋戦争の弾痕混在）
城山の戦い 9月1～24日

私学校跡 鹿児島県鹿児島市城山町 石塀

※下線は小銃弾等の実物が残るものあり※下線は小銃弾等の実物が残るものあり
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熊
本
城
総
攻
撃　

二
月
二
十
二
・
二
十
三
日

熊
本
城
総
攻
撃　

二
月
二
十
二
・
二
十
三
日

木
葉
の
戦
い　

二
月
二
十
三
日
・
三
月
三
日

木
葉
の
戦
い　

二
月
二
十
三
日
・
三
月
三
日

高
瀬
の
戦
い　

二
月
二
十
五
～
二
十
七
日

高
瀬
の
戦
い　

二
月
二
十
五
～
二
十
七
日

天
然
記
念
物
か
ら
小
銃
弾
―
熊
本
市
藤
崎
台
の
ク
ス
ノ
キ
群

天
然
記
念
物
か
ら
小
銃
弾
―
熊
本
市
藤
崎
台
の
ク
ス
ノ
キ
群

往
還
沿
い
の
弾
痕
―
玉
東
町
正
念
寺

往
還
沿
い
の
弾
痕
―
玉
東
町
正
念
寺

棟
札
に
弾
痕
―
玉
名
市
疋
野
神
社

棟
札
に
弾
痕
―
玉
名
市
疋
野
神
社

歩
兵
第
十
三
連
隊

射
的
場

飯田丸

山獄丸

錦山神社

野砲営

歩兵第十三連隊
第三大隊仮営

　
　
　
　
二
ノ
丸

山砲営　

古城

病　院

藤崎宮　

片山邸

段 山

西
出
丸

本丸

発射方向

発見場所

　
天
然
記
念
物
「
藤
崎
台
の
ク
ス
ノ
キ
群
」。
北
側
の
木
の
太
い
枝
が
折
れ
、
こ

れ
に
つ
い
て
金
属
反
応
が
あ
っ
た
箇
所
を
彫
り
く
ぼ
め
て
み
る
と
・・・
突
き
刺
さ
っ

た
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
弾
が
見
つ
か
っ
た
。

　
銃
弾
は
、北
側
に
伸
び
る
枝
の
や
や
下
向
き
の
面
に
刺
さ
っ
て
い
た
。
薩
摩
軍
が
、

城
外
の
北
側
か
ら
撃
ち
上
げ
る
よ
う
に
発
射
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
総
攻
撃
初
日
の
二
月
二
十
二
日
は
、
藤
崎
台
で
特
に
激
し
い
戦
闘
が
あ
り
、
銃

弾
は
こ
の
日
の
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

戦
い
の 

幕
開
け
を
告
げ
る
銃
弾
と
い
え
る
。

　
西
南
戦
争
の
緒
戦
、
木
葉
の
戦
い
は
三
池
往
還
周
辺
で
展
開
さ
れ
た
。

弾
痕
が
残
る
正
念
寺
は
こ
の
往
還
沿
い
に
あ
り
、
三
月
三
日
以
降
に
は
政

府
軍
の
繃
帯
所
（
仮
設
病
院
）
が
置
か
れ
た
。

「
西
南
戦
争
の
関
が
原
」と
い
わ
れ
る
高
瀬
の
戦
い
。

こ
れ
に
敗
れ
た
薩
摩
軍
は
、
以
降
、
撤
退
戦
を
く
り

返
す
こ
と
に
な
る
。

　
戦
場
は
菊
池
川
沿
い
の
広
い
範
囲
で
、
こ
の
こ
と

か
ら
玉
名
市
内
各
所
で
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
は
、
社
殿
の
棟
札
と
い
う
稀
な
所
に
弾
痕
が

あ
る
疋
野
神
社
を
紹
介
す
る
。
特
に
二
十
七
日
、
そ

の
北
方
で
激
戦
が
あ
っ
た
。
弾
痕
も
北
側
か
ら
撃
ち

込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

藤崎台の古写真（西から），
クスノキ群も見える

石積（西向き）の弾痕，方向か
らみて政府軍のものであろう

山門の弾痕，小銃弾
が残るものもある

社殿に刺さっ
ていた小銃弾

棟札の弾痕

山門脇の樅の木，金
属反応がみられる

山門前の階段の弾痕

小銃弾発見！

折れた枝に金属探知機を当て・・・

反応箇所を彫り
くぼめると・・・

藤崎台には砲台が置かれ，
薩摩軍の攻撃目標となった
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境内前面の石積の弾痕

庚申碑の弾痕

石祠笠の弾痕

阿弥陀如来像の弾痕

阿形の弾痕 吽形の弾痕，下は腹部のアップ

社殿背面の弾痕（内側から）

社殿柱の弾痕

高
瀬
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

高
瀬
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

罰
当
た
り
な
弾
痕
―
玉
名
市
読
坂
阿
弥
陀
堂
跡

罰
当
た
り
な
弾
痕
―
玉
名
市
読
坂
阿
弥
陀
堂
跡

桐
野
が
立
て
こ
も
っ
た
神
社

桐
野
が
立
て
こ
も
っ
た
神
社

　
　
　
　

    

―
玉
名
市
玉
名
大
神
宮

―
玉
名
市
玉
名
大
神
宮

西
郷
小
兵
衛
戦
死
の
地
に
近
く

西
郷
小
兵
衛
戦
死
の
地
に
近
く

　　

  　
　
　
　

  

―
玉
名
市
八
重
垣
神
社

―
玉
名
市
八
重
垣
神
社

奸
計
に
は
ま
っ
た
熊
本
隊
の
苦
戦
―
玉
名
市
寺
田
菅
原
神
社

奸
計
に
は
ま
っ
た
熊
本
隊
の
苦
戦
―
玉
名
市
寺
田
菅
原
神
社

　
現
在
、
繁
根
木
神
社
楼
門
に
お
わ
す
石
造
仁
王
像
。
軟
質
安
山
岩（
塩
田
石
）製
、
高
さ
は
約
二
㍍
で
、

阿
吽
形
と
も
正
面
側
に
多
数
の
弾
痕
が
見
ら
れ
、
逆
に
背
面
に
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
一
方
、
同
神
社
の
北
側
に
お
わ
す
鋳
造
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
裾
に
弾
痕
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
当
時
、
近
く
の
繁
根
木
川
沿
い
に
あ
っ
た
読
坂
阿
弥
陀
堂
に
、
南
側
を
向
い
て
立
っ
て
い
た
。

　
こ
の
場
所
で
は
、
二
月
二
十
五
・
二
十
七
日
、
南
か
ら
侵
攻
す
る
薩
摩
軍
と
北
側
の
政
府
軍
と
の
間
で
戦

闘
が
あ
り
、
仁
王
像
の
弾
痕
は
薩
摩
軍
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
多
数
の
弾
痕
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
あ
る
い
は
政
府
軍
は
仁
王
像
を
楯
に
し
、
こ
れ
を
薩
摩
軍
が
集
中
的
に
狙
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
二
月
二
十
七
日
、
薩
摩
軍
四
番
大
隊
長
桐

野
利
秋
は
玉
名
大
神
宮
に
立
て
こ
も
る
が
、

そ
の
後
、
未
明
に
山
鹿
に
敗
走
す
る
。

　
石
積
に
は
、
政
府
軍
の
も
の
と
思
わ
れ

る
弾
痕
が
見
ら
れ
る
。

　
西
郷
隆
盛
の
末
弟
、
小
兵
衛
は
高
瀬

の
戦
い
で
繁
根
木
河
畔
に
て
戦
死
。

　
彼
の
供
養
碑
近
く
に
あ
る
八
重
垣
神

社
に
は
、
そ
の
激
戦
を
示
す
よ
う
に
弾

痕
が
残
っ
て
い
る
。

　
二
月
二
十
六
日
、
党
薩
諸
隊
の
一
つ
で
あ
る
熊
本
隊
は
、
政
府
軍
間
者
の
奸
計
に

陥
り
寺
田
で
政
府
軍
に
挟
撃
さ
れ
、
隊
長
池
辺
吉
十
郎
も
負
傷
す
る
。

　
そ
の
後
方
に
熊
本
隊
が
布
陣
し
た
と
い
う
菅
原
神
社
の
社
殿
に
弾
痕
が
残
る
。

●は阿弥陀堂の位置

社殿背面の弾痕（　印）

弾痕

2月27日の高瀬の戦闘
※ 陸上自衛隊北熊本修親会
『新編西南戦史付図集』
1979 に加筆
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田
原
坂
の
戦
い　

三
月
四
～
二
十
日

田
原
坂
の
戦
い　

三
月
四
～
二
十
日

政
府
軍
陣
営
に
迫
っ
た
薩
摩
軍

政
府
軍
陣
営
に
迫
っ
た
薩
摩
軍

　
　
　

―
玉
東
町
官
軍
本
営
出
張
所

　
　
　

―
玉
東
町
官
軍
本
営
出
張
所

土
に
め
り
込
ん
だ
砲
弾
片

土
に
め
り
込
ん
だ
砲
弾
片

　
　

―
熊
本
市
田
原
坂
公
園

　
　

―
熊
本
市
田
原
坂
公
園

激
戦
を
証
す
濃
密
な
弾
痕

激
戦
を
証
す
濃
密
な
弾
痕

　
　

―
熊
本
市
田
原
熊
野
座
神
社

　
　

―
熊
本
市
田
原
熊
野
座
神
社

　
田
原
坂
が
通
る
豊
岡
台
地
と
は
谷
を
隔
て
た
西
側
の
二
俣
台
地
に

は
、
政
府
軍
の
砲
台
や
本
営
出
張
所
が
置
か
れ
た
。
現
存
す
る
後

者
の
石
積
に
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

　
近
く
の
屋
敷
跡
に
は
、
多
く
の
銃
弾
が
刺
さ
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
軍
砲
台
に
お
い
て
も
小
銃
弾
や
薬
莢
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
薩
摩
軍
が
政
府
軍
陣
営
に
迫
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
田
原
坂
を
登
り
き
っ
た
高
所
に
位
置
す
る

田
原
坂
公
園
の
北
側
。
発
掘
調
査
で
は
多
く

の
小
銃
弾
や
砲
弾
片
が
出
土
、
塹
壕
も
検
出

さ
れ
お
り
、
薩
摩
軍
の
主
要
陣
地
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
炸
裂
し
た
四
斤
砲
弾
片

が
土
に
め
り
込
ん
だ
状
態
で
検
出
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
土
に
刻
ま
れ
た
弾
痕
と
も
い
え
る
。

　
二
俣
台
地
の
政
府
軍
砲
台
か
ら
放
た
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
熊
野
座
神
社
は
、
田
原
坂
の
戦
い
の
激
戦
の
ひ
と
つ
、
三
月

七
・
八
・
十
五
日
の「
宮
ノ
前
の
戦
い
」の
舞
台
で
あ
る
。

　
鳥
居
・
灯
籠
・
祠（
以
上
石
造
物
）や
社
殿
な
ど
様
々
な
も
の

に
弾
痕
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
境
内
の
樹
木
の
中
か
ら
は
小
銃

弾
・
砲
弾
片
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
戦
い
で
社
殿
は
焼
失
し
て
お
り
、
極
多
数
見
ら
れ
る
弾
痕

（
突
き
刺
さ
っ
た
小
銃
弾
そ
の
も
の
も
）は
、
戦
後
、
再
建
し
た
際

に
使
用
し
た
周
辺
の
樹
木
に
撃
ち
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
再
建
社
殿
は
、
戦
争
が
あ
っ
た
明
治
十
年
の
う
ち
に
竣

工
し
て
い
る（
棟
札
銘
）。
地
元
住
民
の
鎮
守
社
へ
の
厚
い
信
仰
が

う
か
が
わ
れ
る
。

政府軍本営出張所の石積

石積の弾痕

砲弾片出土状況

田原坂公園の大楠，数箇所
で金属反応が認められる

公園脇にあった弾痕が多く残る
松本家土蔵，古写真（絵葉書）

社殿の弾痕（右は欄干に小銃弾残る）

石灯籠の弾痕

石鳥居の弾痕

境内樹木（左・中は小
銃弾，右は砲弾片）

石祠の弾痕
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薬莢

社殿の弾痕

古写真，墓石を積んだ堡塁（熊本市植木町）

玉名市繫根木の墓地，
ともに上面に弾痕あり

植木町豊岡の墓地，下面
に弾痕あり（管理者の許
可をいただき調査した）

田
原
坂
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

田
原
坂
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

楯
に
な
っ
た
？
五
輪
塔
―
熊
本
市
田
原
五
輪
塔

楯
に
な
っ
た
？
五
輪
塔
―
熊
本
市
田
原
五
輪
塔

　
豊
岡
台
地
。
薩
摩
軍
が
盤
踞
し
、
田
原
坂
の
戦
い
の
主
要
舞
台
と
な
っ
た
。
こ
の
台
地
に

は
中
世
城
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
、
当
時
の
土
器
・
陶
磁
器
も
出
土
す
る
。
中
世
人
が
選
ん
だ

要
害
の
地
を
、
薩
摩
軍
も
ま
た
選
ん
だ
と
い
え
る
。

　
石
造
物
も
多
く
、
そ
の
一
つ
、
田
原
五
輪
塔（
十
三
世
紀
後
半
）は
高
さ
約
一.
七
㍍
の
大
形

五
輪
塔
で
、
不
自
然
な
ほ
ど
に
多
く
の
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
狙
撃
兵
が
こ
れ
を

楯
に
し
た
た
め
狙
い
撃
ち
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
墓
石
の
弾
痕
に
は
、
何
故
こ
ん
な
所
に
？
と
思
わ
れ
る
位
置
に
認
め

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
墓
石
の
底
面
や
上
面
に
、そ
の
正
面
か
ら
当
た
っ

た
よ
う
な
弾
痕
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
近
く
の
墓
石
を
積
ん
で
堡
塁
を
構
築
し
、
そ
の
際
に
前

面
を
向
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
石
塔
台
場
」と
通
称
さ
れ
る

地
も
あ
り
、
政
薩
両
軍
と
も
戦
い
の
た
め
な
ら
ば
何
で
も
利
用
す
る
と

い
う
切
迫
し
た
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い　

三
月
二
十
日
～
四
月
十
五
日

木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い　

三
月
二
十
日
～
四
月
十
五
日

薩
摩
軍
の
弾
痕
？
・
政
府
軍
の
薬
莢
？
―
熊
本
市
仁
連
塔
神
社

薩
摩
軍
の
弾
痕
？
・
政
府
軍
の
薬
莢
？
―
熊
本
市
仁
連
塔
神
社

　
三
月
二
十
日
、
田
原
坂
陥
落
。
同
日
、
薩
摩
軍
は
前
線
を
後
退
さ
せ
、
木
留
～
植
木
に
お

い
て
東
西
に
長
く
布
陣
し
、
南
下
す
る
政
府
軍
と
の
間
で
膠
着
し
た
戦
い
が
続
く
。

　
三
池
往
還
の
起
点
と
な
る
植
木
口
で
は
、
三
月
二
十
二
～
二
十
八
日
に
仁
連
塔
神
社
が
あ

る
広
住
で
激
し
い
戦
い
が
あ
っ
た
。
二
十
三
日
に
は
神
社
付
近
に
拠
っ
た
政
府
軍
を
薩
摩
軍

が
攻
撃
。
境
内
か
ら
は
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
薬
莢
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

コ
ラ
ム　

墓
石
の
弾
痕
が
語
る
も
の

コ
ラ
ム　

墓
石
の
弾
痕
が
語
る
も
の

弾痕

弾痕
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木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

本
営
に
迫
っ
た
政
府
軍
・
迎
え
撃
っ
た
薩
摩
軍

本
営
に
迫
っ
た
政
府
軍
・
迎
え
撃
っ
た
薩
摩
軍

　
　

―
熊
本
市
笹
尾
の
石
祠
・
辺
田
野
熊
野
座
神
社

　
　

―
熊
本
市
笹
尾
の
石
祠
・
辺
田
野
熊
野
座
神
社

社
殿
に
籠
る
？
薩
摩
兵
を
狙
撃

社
殿
に
籠
る
？
薩
摩
兵
を
狙
撃

　
　
　
　

　
　
　
　

    

―
熊
本
市
荻
迫
神
社

―
熊
本
市
荻
迫
神
社

　
薩
摩
軍
本
営
・
薩
摩
軍
病
院
が
置
か
れ
た
植
木
町
笹
尾
は
、
薩
摩
軍
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
。
四
月
一
日
、
政
府
軍
は
こ
こ
を
衝
き
戦
闘
が
繰
広
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
本
営
跡
脇
に
あ
る
石
祠
や
後
方
の
辺
田
野
熊
野
座
神

社
に
は
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
後
者
は
、
吉
次
峠
方
面
（
西
側
）か
ら
侵
攻
し
た
政
府

軍
と
本
営
を
死
守
せ
ん
と
す
る
薩
摩
軍
と
の
戦
い
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
荻
迫
神
社
の
社
殿
の
弾
痕
。
向
か
っ
て
右
側（
西
側
）

か
ら
撃
た
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
柱
の
弾
痕
は
右
面
に

撃
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
壁
板
の
弾
痕
は
、
左
外
側
の
も

の
に
弾
が
通
過
し
た
際
の
さ
さ
く
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

　
薩
摩
軍
は
戦
地
の
寺
社
・
民
家
を
占
拠
し
、
拠
点
と

し
て
い
た
。
本
社
の
弾
痕
も
、
あ
る
い
は
薩
摩
兵
が
潜

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
政
府
軍
が
狙
撃
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

社殿右側の弾痕の穴から内部を覗く，
左壁に貫通した弾痕が認められる柱の弾痕，右上は小銃弾が残る

壁板の弾痕，上は右壁・下は左壁

矢印は狙撃方向（向って右から）

笹尾の石祠の弾痕

4月1日の戦闘
※ 陸上自衛隊北熊本修親会

『新編西南戦史付図集』1979 に加筆

弾痕

薩摩軍本営

熊野座神社

辺田野熊野座神社の弾痕（　印）
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木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

木
留
・
植
木
方
面
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

天
井
板
に
乱
射
―
熊
本
市
そ
め
や
旅
館
跡

天
井
板
に
乱
射
―
熊
本
市
そ
め
や
旅
館
跡

　
植
木
の
町
は
豊
前
街
道
が
通
り
三
池
往
還
の
起
点
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
以
来
、
在
町
と
し
て
栄
え
た
。

街
道
沿
い
に
は
町
屋
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
兵
火
に
よ

り
多
く
が
焼
失
し
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
で
焼
け
残
っ
た
そ
め
や
旅
館
に
は
、
天
井
板

に
弾
痕
が
残
っ
て
い
た
。
旅
館
に
伝
わ
る
話
で
は
、
薩
摩

兵
が
屋
根
裏
に
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
政

府
軍
が
天
井
に
向
け
乱
射
し
た
の
だ
と
い
う
。

多くの弾痕が見られる
天井板，左はアップ

植木町（豊前街道沿い）の古写真，
町屋が焼け野原となっている

コ
ラ
ム　

弾
痕
ア
ラ
カ
ル
ト

コ
ラ
ム　

弾
痕
ア
ラ
カ
ル
ト

　
熊
本
市
所
蔵
の
弾
痕
資
料
を
紹
介

す
る
。
弾
薬
箱
の
弾
痕
は
、
最
前
線

に
お
け
る
激
し
い
戦
闘
を
如
実
に
示

す
も
の
と
い
え
る
。
他
、
銃
砲
弾
そ

の
も
の
が
残
る
樹
木
片
も
多
く
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
主
に
植
木
町
内
か
ら

収
集
し
、
田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館

に
保
管
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
が
、
古

い
時
期
の
収
集
品
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
殆
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
位
置
は

不
明
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
主
戦
場
と
な
っ
た
植

木
町
内
に
お
け
る
戦
闘
の
激
し
さ
を

示
す
の
に
充
分
な
資
料
と
い
え
る
。

小銃弾，左下写真は加
工した板材から検出

激しく変形した小銃弾，右写真は小銃弾が
通過した箇所の木目が乱れている

砲弾片

小銃弾，左写真は木目が潰れる

弾薬箱，本資料館にて
展示中（令和 6 年現在）

弾薬箱の弾痕（　印，左はアップ）
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山
鹿
口
の
戦
い　

二
月
二
十
六
日
～
三
月
二
十
一
日

山
鹿
口
の
戦
い　

二
月
二
十
六
日
～
三
月
二
十
一
日

古
墳
に
刻
ま
れ
た
弾
痕
―
山
鹿
市
オ
ブ
サ
ン
古
墳
（
国
史
跡
）

古
墳
に
刻
ま
れ
た
弾
痕
―
山
鹿
市
オ
ブ
サ
ン
古
墳
（
国
史
跡
）

　
田
原
坂
の
戦
い
と
並
ぶ
激
戦
と
称
さ
れ
る
山
鹿
口
の
戦
い
。
豊
前
街
道
の
宿
場
町

で
兼
松
往
還
・
菊
池
往
還
の
起
点
で
も
あ
っ
た
山
鹿
町
を
押
え
て
南
関
の
政
府
軍
大

本
営
を
目
指
す
薩
摩
軍
と
、
熊
本
城
救
援
を
目
指
す
政
府
軍
と
の
間
で
、
主
に
豊
前

街
道
沿
い
の
各
所
で
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
オ
ブ
サ
ン
古
墳
は
六
世
紀
築
造
の
装
飾
古
墳
で
、
横
穴
式
石
室
の
閉
塞
石
と
羨
門

袖
石
（
石
室
入
口
の
仕
切
り
石
）
に
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
付
近
の
戦
闘
で
は
、

向
坂
の
戦
い
で
軍
旗
を
奪
っ
た
薩
摩
軍
の
つ
わ
者
、
村
田
三
介
が
戦
死
し
て
い
る
。

横穴式石室の開口部（南向き）

閉塞石（移設展示）の弾痕

中世板碑にも弾痕砲弾片による弾痕か
小銃弾の弾痕，深く大きく爆ぜたもの
が多い，至近距離から撃たれたものか

羨門袖石左の弾痕
（砲弾痕か）

飫
肥
隊
奮
戦
の
地
―
山
鹿
市
鍋
田
の
墓
地

飫
肥
隊
奮
戦
の
地
―
山
鹿
市
鍋
田
の
墓
地

　
山
鹿
口
の
戦
い
で
は
、
特
に
三
月
十
二
日
・
十
五
日
の
戦

闘
（
第
三
次
・
第
四
次
の
戦
い
）
が
激
し
か
っ
た
。
こ
の
時
、

党
薩
諸
隊
の
一
つ
で
あ
る
飫
肥
隊
が
布
陣
し
た
台
地
南
端
に

位
置
す
る
年
の
神
は
、
彼
ら
の
奮
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
こ
の
地
に
あ
る
墓
地
に
は
多
く
の
墓
石
に
弾
痕
が
認
め

ら
れ
、
な
か
に
は
大
き
く
割
れ
、
砲
弾
片
が
当
っ
た
と
み

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
西
側
対
岸
の
台
地
に
政
府
軍
が
設

け
た
砲
台（
車
坂
・
八
幡
林
）か
ら
の
砲
撃
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

羨門袖石右の弾痕
（　印，下はアップ）
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山
鹿
口
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

山
鹿
口
の
戦
い
（
つ
づ
き
）

山
鹿
口
の
戦
い
緒
戦
の
弾
痕
？

山
鹿
口
の
戦
い
緒
戦
の
弾
痕
？  

―
山
鹿
市
石
藤
崎
八
幡
宮

―
山
鹿
市
石
藤
崎
八
幡
宮

側
面
攻
撃
の
要
地
―
山
鹿
市
正
泉
寺

側
面
攻
撃
の
要
地
―
山
鹿
市
正
泉
寺

大
津
街
道
の
辻
で
の
衝
突
―
合
志
市
野
々
島
矢
具
神
社

大
津
街
道
の
辻
で
の
衝
突
―
合
志
市
野
々
島
矢
具
神
社

天
井
を
突
き
破
っ
た
砲
弾
―
菊
池
市
光
徳
寺

天
井
を
突
き
破
っ
た
砲
弾
―
菊
池
市
光
徳
寺

　
三
月
二
十
六
日
、
山
鹿
口
の
戦
い
の
緒
戦
。
山
鹿
町
に
向
け
東
進
す
る
政
府
軍
と
こ
れ
を
押
し
戻
そ
う
す

る
薩
摩
軍
と
の
攻
防
は
岩
野
川
沿
い
で
展
開
さ
れ
、
薩
摩
軍
優
勢
の
う
ち
に
終
わ
る
。

　
豊
前
街
道
か
ら
派
生
す
る
平
山
道
沿
い
に
あ
っ
て
、
岩
野
川
の
渡
河
点
に
も
近
い
石
藤
崎
八
幡
宮
の
弾
痕

は
、
こ
の
日
に
刻
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

　
激
戦
地
と
な
っ
た
車
坂
・
永
野
原
（
豊
前
街

道
沿
い
）
の
南
西
に
位
置
す
る
椿
井
は
、
こ
れ

ら
を
側
面
か
ら
衝
く
う
え
で
の
要
地
で
あ
っ
た
。

政
府
軍
は
一
帯
に
堡
塁
を
構
え
、
こ
れ
を
攻
め

る
薩
摩
軍
と
の
間
で
戦
闘
が
展
開
さ
れ
た
。

　
椿
井
の
正
泉
寺
に
は
、
こ
の
戦
い
に
よ
る
弾

痕
が
石
積
や
本
堂
の
柱
に
見
ら
れ
る
。

　
三
月
二
十
日
の
田
原
坂
陥
落
を
受
け
、
山
鹿
口
の
薩
摩
軍
も
撤
退
。
南

下
し
て
野
々
島
を
本
拠
地
と
し
、
北
方
約
二
五
〇
〇
㍍
の
南
田
島
を
前
線

基
地
と
す
る
。

　
戦
闘
は
度
々
繰
り
返
さ
れ
、
大
津
街
道
と
南
田
島
へ
延
び
る
南
北
路
と

が
交
差
し
、
要
地
に
当
た
る
矢
具
神
社
付
近
で
は
、
特
に
四
月
五
日
の
戦

闘
が
激
し
か
っ
た
。

　
四
月
四
日
以
降
、
本
格
的
な
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
南
田
島
。
四
月
七
日
に

は
政
府
軍
本
営
が
置
か
れ
、
近
く
の
光
徳
寺
が
会
計
官
宿
舎
と
な
る
。

　
そ
の
本
堂
に
、
天
井
を
突
き
破
っ
て
砲
弾
が
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
。
現
在
、
破

ら
れ
た
穴
は
修
理
さ
れ
て
い
る
が
、
四
斤
砲
弾（
不
発
弾
）が
残
さ
れ
て
い
る
。

本堂庇柱に弾痕，西側（菰田
方面）から撃ち込まれている

本堂庇柱の弾痕アップ

突き破られた天井（修理済）

本堂柱の弾痕（修理済）

四斤砲弾

石積の弾痕

参道石橋の弾痕

石灯籠の弾痕

野
々
島
・
南
田
島
方
面
の
戦
い

野
々
島
・
南
田
島
方
面
の
戦
い

三
月
二
十
一
日
～
四
月
十
五
日

三
月
二
十
一
日
～
四
月
十
五
日

楼門の弾痕（　印）
中は外面・下は内面アップ

社殿の弾痕
（　印）
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八
代
方
面
の
戦
い　

四
月
六
～
十
七
日

八
代
方
面
の
戦
い　

四
月
六
～
十
七
日

突
囲
隊
の
戦
い　

四
月
八
日

突
囲
隊
の
戦
い　

四
月
八
日

城
東
会
戦　

四
月
十
七
～
二
十
一
日

城
東
会
戦　

四
月
十
七
～
二
十
一
日

砲
台
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
―
八
代
市
春
光
寺

砲
台
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
―
八
代
市
春
光
寺

民
家
の
薩
摩
軍
を
襲
撃
？
―
熊
本
市
新
屋
敷
の
民
家
跡

民
家
の
薩
摩
軍
を
襲
撃
？
―
熊
本
市
新
屋
敷
の
民
家
跡

清
正
の
杉
並
木
に
銃
弾
―
熊
本
市
健
軍
杉
馬
場

清
正
の
杉
並
木
に
銃
弾
―
熊
本
市
健
軍
杉
馬
場

薩
摩
軍
司
令
部
を
攻
撃

薩
摩
軍
司
令
部
を
攻
撃

　
　
　
　

    

―
大
津
町
大
願
寺

―
大
津
町
大
願
寺

　
政
府
軍
の
衝
背
軍
主
力
が
熊
本
城
救
援
へ
向
け
北

上
す
る
な
か
、
薩
摩
軍
は
後
方
の
八
代
方
面
を
襲
い
、

戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
春
光
寺
が
あ
る
古
麓
一
帯
の
戦
闘
は
特
に
十
三
日

が
激
し
く
、
薩
摩
軍
は
近
く
の
妙
見
宮
に
布
陣
し
、

春
光
寺
に
は
砲
台
を
置
い
た
。

　
高
い
戦
力
を
有
す
る
砲
台
は
敵
の
攻
撃
目
標
と
も

な
る
。
春
光
寺
の
弾
痕
は
、
こ
の
砲
台
を
め
ぐ
る
攻

防
戦
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
が
高
い
。

　
長
期
の
籠
城
で
食
糧
不
足
が
深
刻
と
な
っ
た
熊
本
鎮
台
は
、
決
死

隊（
突
囲
隊
・
侵
襲
隊
）を
組
織
。
薩
摩
軍
の
囲
み
を
突
破
し
、
食

糧
の
調
達
ほ
か
武
器
の
確
保
に
成
功
す
る
。

　
こ
の
戦
い
で
は
侵
襲
隊
が
新
屋
敷
の
東
部
で
薩
摩
軍
と
交
戦
し
て

お
り
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
民
家
に
は
、
床
の
間
の
框
に
ス
ナ
イ
ド
ル

銃
弾
が
刺
さ
っ
た
も
の
が
あ
る
。
民
家
を
占
拠
し
た
薩
摩
兵
を
政
府
軍
が
襲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
熊
本
城
開
放
後
の
市
街
戦
。
加
藤
清
正
が
整
備
し
た

と
伝
わ
る
健
軍
神
社
参
道
の
杉
並
木
の
う
ち
数
本
を
伐

採
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
輪
切
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ナ

イ
ド
ル
銃
弾
が
見
つ
か
っ
た
。

　
健
軍
・
保
田
窪
の
戦
い
と
い
わ
れ
る
こ
の
付
近
の
戦

闘
は
、
特
に
二
十
日
が
激
し
か
っ
た
。

　
城
東
会
戦
の
戦
域
は
広
い
。
豊

後
街
道
の
要
衝
、
大
津
方
面
で
は

二
十
日
に
激
し
い
戦
闘
が
あ
っ
た
。

　
薩
摩
軍
が
指
令
部
を
置
い
た
大

願
寺
山
門
に
残
る
弾
痕
は
、
こ
の

時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

位牌にも弾痕
※春光寺は熊本藩家老松井家の菩提寺で、顕彰碑はその墓所内にある。基質は緻　　
　密ながら軟質の砂岩製であることから、めり込んで貼り付いたと考えられる。

顕彰碑にめり込んだ小銃弾

板戸の弾痕（桟は後補）

顕彰碑（18世紀後半）

妙見宮の大楠，中から銃
弾が検出されたと伝わる

框に刺さった小銃弾砲弾痕か小銃弾痕（貫通）

約12㎝入り込んでいる 取出された小銃弾

※
本
資
料
は
城
東
会
戦
の
際
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。

板戸の弾痕（　印）

両側から撃ち込まれた政薩両軍？の小銃弾（　印）

当時の樹皮
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人
吉
の
戦
い　

五
月
七
日
～
六
月
一
日

人
吉
の
戦
い　

五
月
七
日
～
六
月
一
日

球
磨
川
を
挟
ん
だ
攻
防
―
人
吉
城
長
塀
跡

球
磨
川
を
挟
ん
だ
攻
防
―
人
吉
城
長
塀
跡

薩
摩
軍
最
前
線
陣
地
の
弾
痕
―
人
吉
市
老
神
神
社

薩
摩
軍
最
前
線
陣
地
の
弾
痕
―
人
吉
市
老
神
神
社

人
吉
隊
奮
戦
の
地
―
人
吉
市
青
井
阿
蘇
神
社

人
吉
隊
奮
戦
の
地
―
人
吉
市
青
井
阿
蘇
神
社

　
桐
野
利
秋
が
「
こ
の
地
で
二
年
は
持
ち
こ
た
え
る
」
と
豪
語
し
た
と
い
わ
れ
る
人
吉
。

戦
闘
は
、
主
に
球
磨
川
を
挟
ん
だ
南
北
の
攻
防
で
あ
っ
た
。

　
人
吉
城
は
薩
摩
軍
が
陣
し
、
砲
台
も
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
軍
の
攻
撃
目
標
と
な
っ

た
。
球
磨
川
に
面
す
る
長
塀
跡
か
ら
は
小
銃
弾
が
出
土
し
た
と
い
う
。
塀
跡
の
樹
木
に
つ
い

て
金
属
探
知
機
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
数
本
に
つ
い
て
、
北
側
の
面
に
反
応
が
あ
っ
た
。

政
府
軍
の
銃
砲
弾
が
刺
さ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
薩
摩
軍
本
営
の
永
国
寺
に
近
く
、
球
磨
川
沿
い
の
最
前
線
基
地
と
な
っ
た
老
神
神
社
。

　
境
内
末
社
、
天
満
宮
の
社
殿
は
、
以
前
、
激
し
い
銃
撃
戦
が
展
開
さ
れ
た
球
磨
川
小
俣
橋
の
西
際
に
あ
っ
た
。
社
殿
の
背
面
と
向
っ
て

右
側
面
に
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
は
北
側
・
東
側
を
向
い
た
面
で
あ
り
、
弾
痕
は
対
岸（
北
側
）か
ら
侵
攻
す
る
政
府
軍

が
放
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
薩
摩
軍
の
人
吉
布
陣
は
、党
薩
諸
隊
の
一
つ
、人
吉
隊
の
進
言
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

　
そ
の
人
吉
隊
は
、
政
府
軍
を
側
面
か
ら
衝
く
位
置
に
あ
た
る
青
井
阿
蘇
神
社
に
陣
し
た
。
境
内
の

灯
籠
や
拝
殿
礎
石
に
は
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

社殿背面の弾痕

背面には小銃弾も残る
（内壁の梁が見える箇所）

社殿右側面の弾痕

石灯籠の弾痕 ?

拝殿前石灯籠の弾痕

拝殿前の石灯籠

楼門前石灯籠の弾痕

長塀跡から政府軍砲台が置かれた北
側対岸の村山丘陵を望む（矢印）

拝殿礎石の弾痕
※本神社の灯籠の石材は斑晶（石の中の粒）が大きく、
　これが剥脱した穴と弾痕との区別がつきづらい。

長塀跡の樹木と金属探知機調査
風景（　印箇所で反応あり）

球磨川球磨川
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竹
田
の
戦
い　

五
月
二
十
～
二
十
九
日

竹
田
の
戦
い　

五
月
二
十
～
二
十
九
日

大
楠
方
面
の
戦
い　

六
月
二
十
五
日
～
七
月
二
日

大
楠
方
面
の
戦
い　

六
月
二
十
五
日
～
七
月
二
日

政
府
軍
が
駆
け
上
が
っ
た
切
通
し
―
大
分
県
竹
田
市
茶
屋
の
辻
一
帯

政
府
軍
が
駆
け
上
が
っ
た
切
通
し
―
大
分
県
竹
田
市
茶
屋
の
辻
一
帯

石
を
楯
に
戦
っ
た
政
府
軍

石
を
楯
に
戦
っ
た
政
府
軍

　

―
宮
崎
県
日
之
影
町
大
楠
台
場
近
く

　

―
宮
崎
県
日
之
影
町
大
楠
台
場
近
く

　
高
千
穂
小
坂
峠
で
の
戦
い
に
敗
れ
た
薩
摩
軍
は
南
下
し
、
現
日

之
影
町
の
諸
集
落
に
堡
塁
を
築
き
分
屯
す
る
。
政
府
軍
は
こ
れ
を

急
襲
、
日
之
影
川
一
帯
で
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
主
戦
場
と
な
っ
た
薩
摩
軍
の
大
楠
台
場
近
く
に
は
、
弾
痕
が
残

る
自
然
石
が
切
り
取
っ
て
置
か
れ
て
い
る
。
堡
塁
か
ら
の
攻
撃
に

対
し
、
政
府
軍
は「
樹
木
岩
石
に
障
蔽
し
て
戦
闘
」し
た
と
あ
り

（
黒
龍
會
本
部
『
西
南
記
傳 

上
巻
二
』一
九
〇
八
）、
弾
痕
は
こ
の

こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

蛇塚の弾痕，政府軍砲台（拝田
原）からの砲撃によるものか

切通しを登りきった場所に立つ山
桜，窪みに金属反応がみられる

政府軍が布陣した中川神社，
弾痕が多く認められるという

弾痕がある自然石（頁岩）

切通しの弾痕，右は南壁・左は北壁・下３点はアップ

蛇塚の弾痕

　
人
吉
の
戦
い
に
敗
れ
た
薩
摩
軍
は
、
体
勢
を
立
て
直
す
べ
く
、
竹
田
士
族
か
ら
な

る
報
国
隊
に
先
導
さ
れ
、
豊
後
街
道
の
宿
場
町
で
日
田
へ
延
び
る
往
還
の
起
点
で
も

あ
っ
た
竹
田
の
町
に
移
っ
て
本
拠
を
置
く
。
凝
灰
岩
の
崖
が
切
り
立
つ
茶
屋
の
辻
の

台
地
は
、
そ
の
主
要
陣
地
で
あ
り
、
主
戦
場
と
も
な
っ
た
。

　
台
地
西
側
の
切
通
し
の
露
頭
に
は
弾
痕
が
多
く
見
ら
れ
る
。
政
府
軍
が
玉
来
方
面

か
ら
駆
け
上
が
っ
た
際
に
激
し
い
銃
撃
戦
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
台
地
高
所
の
蛇
塚
と
称
す
る
墓
地
の
墓
石
の
多
く
に
認
め
ら
れ
る
弾
痕
は
、

至
近
距
離
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
深
く
刻
ま
れ
た
も
の
が
目
立
ち
、
な

か
に
は
貫
通
す
る
も
の
も
あ
る
。
墓
石
を
積
ん
で
堡
塁
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

蛇塚の弾痕（貫通）蛇塚採集のスナイドル銃弾・薬莢
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城
山
の
戦
い　

九
月
一
～
二
十
四
日

城
山
の
戦
い　

九
月
一
～
二
十
四
日

天
包
山
の
戦
い　

七
月
二
十
二
・
二
十
三
日

天
包
山
の
戦
い　

七
月
二
十
二
・
二
十
三
日

最
後
の
弾
痕
―
鹿
児
島
市
私
学
校
跡
・
鹿
児
島
城
跡

最
後
の
弾
痕
―
鹿
児
島
市
私
学
校
跡
・
鹿
児
島
城
跡

姿
無
き
銃
撃
戦
―
宮
崎
県
西
米
良
村
坊
主
岩

姿
無
き
銃
撃
戦
―
宮
崎
県
西
米
良
村
坊
主
岩

　
西
南
戦
争
の
最
終
決
戦
。
薩
摩
軍
は
城
山
に
籠
も
り
、
あ
る
い

は
出
撃
し
て
最
後
の
抵
抗
を
試
み
る
。
政
府
軍
は
大
軍
を
も
っ
て

こ
れ
を
攻
略
、
二
十
四
日
、
西
郷
の
自
決
を
も
っ
て
七
ヶ
月
に
及

ん
だ
戦
い
は
終
結
す
る
。

　
私
学
校
跡
の
石
塀
や
鹿
児
島
城
跡
大
手
虎
口
（
御
楼
門
部
）
の

石
垣
に
残
る
弾
痕
（
小
銃
弾
・
砲
弾
片
が
刺
さ
っ
た
も
の
も
）
の

多
く
は
こ
の
戦
い
に
よ
る
の
と
考
え
ら
れ
、
石
垣
の
発
掘
調
査
で

は
、
排
水
溝
か
ら
砲
弾
片
や
石
垣（
凝
灰
岩
）
砕
片
も
出
土
し
て

い
る
。
な
お
、
弾
痕
は
正
面
の
石
垣
だ
け
で
な
く
左
右
・
内
側
の

面
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
北
東
の
浄
光
明
寺
、
南
西
の
柿
本
寺

町
か
ら
の
砲
撃
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
西
米
良
方
面
の
戦
い
。
政
府
軍
は
天
険
の
天
包
山
に

拠
る
。
東
方
の
小
川
に
陣
し
た
薩
摩
軍
は
約
七
百
㍍
を

登
っ
て
こ
れ
を
襲
っ
た
。

　
山
中
の
樹
木
や
岩
に
隠
れ
な
が
ら
の
戦
闘
は
、
銃
声

の
み
で
兵
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
山
頂
近
く

の
坊
主
岩
と
称
さ
れ
る
巨
岩
に
弾
痕
が
認
め
ら
れ
、
薩

摩
軍
が
登
っ
た
南
西
方
向
か
ら
撃
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

山頂近くの巨礫（花崗斑
岩），下は弾痕のアップ

私学校跡石塀の弾痕

鹿児島城跡石垣の弾痕，
上は正面・下は向って左面

※
鹿
児
島
城
跡
は
太
平
洋
戦
争
時
に
機
銃
掃
射
を
受
け
て
お
り
、
弾
痕
に
は

　
こ
の
時
の
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ラ
ム　

「
高
熊
山
の
弾
痕
」
は
弾
痕
か
？

コ
ラ
ム　

「
高
熊
山
の
弾
痕
」
は
弾
痕
か
？

　
六
月
十
八
～
二
十
日
の
高
熊
山
の
戦
い（
鹿
児
島
県
伊
佐
市
）。
薩
摩

軍
が
構
築
し
た
堡
塁
周
辺
の
大
き
な
自
然
礫
群
に
は
小
さ
な
窪
み
が
多

数
認
め
ら
れ
、
弾
痕
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
小
銃
弾
が
当
た
っ
た
際
に
生
じ
る
「
爆
ぜ
」

は
認
め
ら
れ
な
い
。
上
面
に
多
い
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、

熔
結
時
に
ガ
ス
が
抜
け
た
穴
、
あ
る
い
は
斑
晶（
石
の
中
の
粒
）が
剥
脱

し
た
穴
と
考
え
ら
れ
る
。
自
然
礫
群
の
石
材
は
輝
石
安
山
岩
で
、
硬
質

の
石
材
に
は
鉛
製
の
小
銃
弾
は
刺
さ
り
づ
ら
か
っ
た（
弾
痕
が
着
き
づ
ら

か
っ
た
）の
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
し
た
田
原
熊
野
座
神
社
。

　
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
石
造
物（
鳥
居
・
石
灯
籠
な
ど
）は
、

比
較
的
軟
質
の
凝
灰
岩
製
で
あ
る
。
多
く
の
箇
所
に
弾
痕
が
見

ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
境
内
に
あ
る
安
山
岩
製
の
灯
籠
や

水
盤
に
は
明
確
な
弾
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
硬
質
石
材
に
は
小

銃
弾
が
刺
さ
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
長
期
の
籠
城
戦
が
あ
っ

た
熊
本
城
跡（
熊
本
鎮
台
）。
薩
摩
軍
の
銃
砲

弾
が
多
数
撃
ち
込
ま
れ
た
。

　
石
垣
は
硬
質
石
材
（
輝
石
安
山
岩
）。
石
垣

面
が
凸
凹
し
て
お
り
認
識
し
づ
ら
い
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
や
は
り
弾
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

高熊山の弾痕 ?

安山岩製水盤（19世紀初頭）

安山岩製灯籠（17 世紀），奥側
の凝灰岩製灯籠には弾痕がある

花岡山（薩摩軍砲台）
から熊本城を望む
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日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
西
南
戦
争
。

　
た
だ
し
、
「
生
み
の
苦
し
み
」
と
も
い
え
る
戦
い
は
激
し
く
、
ま
た
悲
惨
で
あ
り
、
各
地

の
戦
跡
に
残
る
弾
痕
は
「
実
物
」
を
も
っ
て
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
・
・
・
読
者
の
皆
様

が
そ
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
な
が
ら
本
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
調
査
期
間
で
実
見
し
た
資
料
の
み
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
遺
漏
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
地
調
査
に
お
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ

い
た
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【編集後記】

－熊本市田原坂西南戦争資料館における玉東町資料の展示－

※平成28年（2016）の熊本地震で被災し、やむなく解体された際、玉東町

　教育委員会がこれに立会って回収し保管していた建物の一部を、熊本市田

　原坂西南戦争資料館に移設、展示している（令和6年現在）。

田
原
坂
の
戦
い
　
三
月
四
～
二
十
日

座
敷
に
飛
び
込
ん
だ
砲
弾―

玉
東
町
上
白
木
弾
痕
の
柱

座
敷
に
飛
び
込
ん
だ
砲
弾―

玉
東
町
上
白
木
弾
痕
の
柱

　
西
南
戦
争
最
大
の
激
戦
、
田
原
坂
の
戦
い
。
田
原
坂
が
通
る
豊
岡

台
地
（
熊
本
市
）
だ
け
で
な
く
、
西
側
対
岸
の
二
俣
台
地
（
玉
東

町
）
な
ど
、
田
原
坂
を
め
ぐ
る
周
辺
一
帯
が
戦
場
と
な
っ
た
。

　
三
月
十
二
日
、
吉
次
峠
を
占
拠
す
る
薩
摩
軍
は
、
北
方
の
政
府
軍

本
営
を
襲
う
べ
く
、
間
道
を
潜
行
し
て
原
倉
か
ら
白
木
へ
と
進
出
す

る
が
、
政
府
軍
は
応
戦
し
て
こ
れ
を
押
し
戻
す
。

　
そ
の
経
路
上
の
上
白
木
に
建
っ
て
い
た
民
家
の
弾
痕
は
、
こ
の
戦

い
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。
砲
弾
が
飛
び
込
み
、
座
敷
の
柱

を
か
す
っ
た
と
み
ら
れ
る
太
い
傷
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
砲
弾
は
着

弾
し
た
も
の
の
不
発
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

展示風景

「田原坂の戦い」の戦場となった熊本市と玉名郡玉東町は、

　ともに西南戦争遺跡の保護と活用に取り組んでいます。

連携事業のご紹介
熊本市 玉東町


